
奈
早

平

城

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
〇

一
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
四
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
区
は
、
平
城
宮
東
院
地
区
の
南
門

（推
定
建
部
門
）
南
側
に
あ
た
り

門
前
を
東
西
に
走
る
二
条
条
間
路
路

面
北
半
部
か
ち
そ
の
北
側
の
嬬
地
部

分
を
含
む
、
東
西
五
六
ｍ
、
南
北

一

一
ｔ

一
五
ｍ
、
六
五
〇
ド
を
占
め
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
二
条
条
間

路
Ｓ
Ｆ
五
九
四
〇
、
同
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

五
二
〇
〇
の
他
、
嬬
地
部
分
に
建
つ

掘
立
柱
建
物
五
棟
、
嬬
地
部
分
を
流

れ
る
三
条
の
南
北
溝
、
門
前
の
北
側

溝
に
架
か
る
橋
Ｓ
Ｘ

一
人
○
人
四
、

掘
立
柱
塀
、
土
坑
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
二
条
条

間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
Ｏ
Ｏ
、
宮
内
か
ら
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
に
流
れ
込
む
南
北
溝

Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇
と
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
、
橋
Ｓ
Ｘ

一
人
○
人
四
の
柱
穴
、
掘
立

柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
人

一
〇
〇
の
柱
穴
、
南
北
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ

一
人
〇
七
五
Ｂ
の
柱

穴
、
そ
れ
に
土
坑
Ｓ
Ｋ

一
人
〇
九
五

・
一
人
〇
九
〇
で
、
出
土
点
数
は
二
九
六

点

（う
ち
削
婿
二
五
一
点
）
で
あ
る
。

遺
構
は
大
き
く
Ｉ
ｔ
Ⅵ
期
の
六
時
期
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
Ⅳ
期
は
ａ
ｂ
二
小

期
に
分
か
れ
る
。
二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
は
、
改
修
に
よ
り
Ａ

・

Ｂ
二
時
期
に
分
か
れ
る
が
、
各
時
期
は
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
二
小
期
に
分
け
ら
れ

る
。
東
院
南
面
を
区
画
す
る
施
設
が
ま
だ
造
ら
れ
て
い
な
い
、
平
城
宮
造
営
当

初
に
あ
た
る
Ｉ
期
の
Ｓ
Ｄ
五
二
Ｏ
Ｏ
Ａ
ａ
は
、
幅

一
・
五
ｍ
以
上
、
深
さ
○

・

三
ｍ
ほ
ど
の
浅
い
溝
で
、
東
院
南
面
を
画
す
る
東
西
掘
立
柱
塀
と
そ
れ
に
開
く

一
間
の
南
門
Ｓ
Ｂ

一
六
〇
〇
〇
Ａ
が
造
ら
れ
た
Ⅱ
期
に
も
存
続
し
た
。
Ⅲ
期
に

な
る
と
、
東
西
塀
は
築
地
大
垣
に
変
わ
り
、
門
は
桁
行
二
間
、
梁
間

一
間
の
掘

立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
六
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
に
な
る
。
北
側
溝
は
北
岸
を
約

一
。
二
ｍ
南
に

ず
ら
す

（Ａ
ｂ
）。
幅

一
・
五
ｍ
以
上
、
深
さ
○

・
三
ｍ
。
Ⅱ
Ⅲ
期
は
奈
良
時

代
前
半
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
Ｏ
Ａ
ａ
か
ら
は
五
五
点

ぐ
つ
ち
削
暦
は
四
一
点
）、

Ａ
ｂ
か
ら
は
四
点

（同
一
百
一

の
木
簡
が
出
土
し
た
。

天
平

一
七
年

（七
四
五
）
の
平
城
遺
都
後
の
奈
良
時
代
後
半
に
あ
た
る
Ⅳ
ａ

期
に
は
、
嬬
地
部
分
の
南
門
東
側
に
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
造
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ
五

二
〇
〇
Ａ
ｂ
は
約
二
ｍ
南
に
掘
り
直
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
Ｏ
Ｂ
ａ
と
な
る
。
こ
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I I期

I Ⅲ期

Ⅳ期 a

I  Ⅵ期

の
溝
は
次
に
述
べ
る
Ｂ
ｂ
堆
積
上
の
下
層
で
検
出
し
た
も
の
で
、
検
出
幅

一
ｍ
、

深
さ
五
〇
軸
の
掘
形
と
、
そ
の
中
で
幅
○

・
五
ｍ
、
深
さ
○

。
三
ｍ
の
木
樋
抜

取
痕
跡
の
溝
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
木
樋
の
台
と
み
ら
れ
る
疑
灰
岩
や
坤
を
掘

形
底
都
で
検
出
し
た
。
た
だ
し
調
査
区
西
半
部
で
は
深
さ
○

・
一
―
○

・
二
ｍ

程
度
し
か
残
ら
ず
、
木
樋
も
な
い
。
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
ａ
は
、
南
門
の
前
あ
た

り
を
境
と
し
て
、
東
西
に
水
を
振
り
分
け
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
Ｂ

ａ
は
奈
良
時
代
後
半
の
Ｖ
期
に
も
存
続
す
る
。
こ
の
溝
か
ら
木
簡
が

一
点
出
土

し
た
。
な
お
Ｖ
期
に
は
建
物
は
建
て
替
え
ら
れ
、
門
前
東
で
二
棟
、
西
で

一
棟

検
出
し
た
が
、
特
に
西
側
の
Ｓ
Ｂ

一
人

一
〇
〇
は
大
型
で
あ
る
。

奈
良
時
代
末
の
Ⅵ
期
に
な
る
と
、
東
院
南
門
は
礎
石
建
の
Ｓ
Ｂ

一
六
〇
〇
〇

Ｃ
に
変
わ
り
、
そ
の
基
壇
造
成
時
に
そ
れ
ま
で
の
門
の
東
西
両
側
に
あ
っ
た
南

北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
Ｃ
を
埋
め
立
て
る
。
ま
た
嬬
地

部
分
の
建
物
は
な
く
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
伴
い
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
Ｏ
Ｂ
ａ
は
、
場

所
は
変
え
な
い
が
大
幅
に
改
修
を
加
え
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
Ｏ
Ｂ
ｂ
と
な
る
。

す
な
わ
ち
幅
を
二

・
四
ｍ
に
広
げ
、
Ｏ

・
三
１
０

・
五
ｍ
大
の
自
然
石
で
両
岸

を
護
岸
す
る
。
そ
し
て
南
門
の
前
面
に
橋
Ｓ
Ｘ

一
入
○
人
四
を
架
け
、
溝
底
に

第301次調査遺構変遷図



石
を
敷
く
。
敷
石
が
残
る
所
で
は
、
溝
の
深
さ
は
側
石
上
面
か
ら
わ
ず
か
○

・

一
ｍ
ほ
ど
し
か
な
い
。
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
Ｏ
Ｂ
ｂ
か
ら
は
四
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇
及
び
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
は
、
南
門
が
礎
石
建
に
な

る
以
前
に
、
そ
の
東
西
両
側
を
宮
内
か
ら
二
条
条
間
路
北
側
溝
に
流
れ
込
ん
で

い
た
溝
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
掘
り
直
し
が
あ
る
が
、
新
し
い
ほ
ど
門
の
辺
り
で

東
に
移
る
。
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇
は
Ａ
ｌ
Ｄ
の
四
時
期
あ
り
、
木
簡
が
出
土
し
た

の
は
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
Ⅱ
Ⅲ
期
に
あ
た
り
、
幅
○

。

五
ｍ
深
さ
○

・
三

ｍ
の
、
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
木
簡
の
出
土
点
数
は
二
点
。

Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
は
Ａ
ｔ
Ｃ
の
三
時
期
あ
り
、
Ａ
は
Ⅱ
期
、
Ｂ
は
Ⅲ
期
、
Ｃ

は
Ⅳ
Ｖ
期
に
あ
た
る
。　
一
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
Ｃ
は
、
幅

約
○

・
七

ｍ
の
掘
形
に
幅
○

・
三

ｍ
の
木
樋
を
据
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
な

お
Ｂ
の
時
期
に
は
こ
の
溝
は
Ｓ
Ｄ
五
二
Ｏ
Ｏ
を
越
え
て
、
二
条
条
間
路
上
ま
で

延
び
て
い
た
。
ま
た
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
Ｃ
の
西
岸
に
は
、
嬬
地
か
ら
二
条
条
間

路
に
か
け
て
南
北
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ

一
人
〇
七
五
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
塀
は
作
り

替
え
に
よ
り
Ａ

・
Ｂ
に
分
か
れ
、
Ｓ
Ａ

一
人
〇
七
五
Ｂ
は
四
間
以
上
で
、
柱
間

は
七
尺
。
Ⅳ
ｂ
期
に
属
し
、
柱
穴
か
ら
木
簡
が

一
点
出
土
し
た
が
、
判
読
不
能
。

橋
Ｓ
Ｘ

一
人
○
人
四
は
Ⅵ
期
に
南
門
の
前
に
造
ら
れ
た
橋
で
あ
る
。
桁
行
六

間
、
梁
間

一
間
で
、
柱
間
寸
法
は
桁
行
の
東
西
両
端
間
が
六
尺
、
そ
れ
以
外
は

七
尺
と
や
や
広
く
、
梁
間
は

一
一
尺
で
あ
る
。
東
西
幅
は
南
門
Ｓ
Ｂ

一
六
〇
〇

〇
Ｃ
の
中
央
三
間
と
揃
う
。
柱
は
い
ず
れ
も
方
柱
で
掘
立
柱
。
こ
の
柱
穴
か
ら

木
簡
が

一
点
出
土
し
た
が
、
断
ち
割
り
調
査
で
出
土
し
た
た
め
、
柱
穴
が
切

っ

て
い
る
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
Ｂ

。
Ｃ
の
埋
土
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
残
る
。

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
人

一
〇
〇
は
、
南
門
西
側
の
嬬
地
部
分
に
Ｖ
期
に
造
ら

れ
た
東
西
棟
建
物
。
西
端
は
発
掘
区
外
に
延
び
る
た
め
、
桁
行
七
間
以
上
と
な

り
、
梁
間
二
間
の
身
舎
に
は
南
庇
が
つ
き
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
Ｏ
Ｂ
ａ
上
に

四
間
以
上
の
縁
台
が
張
り
出
す
。
柱
間
寸
法
は
桁
行

一
〇
尺
、
梁
間
人
尺
、
庇

の
出
は

一
〇
尺
。
身
舎
は
床
束
を
持
つ
。
柱
の
堀
形
は
身
舎
側
柱
で
一
・
八
×

一
。
一
言

、
深
さ
○

・
八
ｍ
、
庇
は

一
・
八
ｍ
×
一
。
五
ｍ
、
深
さ
約

一
ｍ
と

い
ず
れ
も
大
き
く
、
掘
形
内
に
は
礎
板
や
根
回
め
の
材
が
残
る
。
九
点
の
木
簡

が
柱
穴
の
断
ち
割
り
調
査
で
出
土
し
た
が
、
西
端
の
身
舎
側
柱
か
ら
出
土
し
た

鉤
以
外
は
、
南
庇
の
柱
穴
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
南
庇
は
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
Ｏ
Ａ
の

埋
土
を
切
っ
て
柱
穴
を
掘

っ
て
い
る
た
め
、
木
簡
は
溝
の
埋
土
に
含
ま
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

土
坑
Ｓ
Ｋ

一
人
〇
九
五
は
発
掘
区
東
隅
に
あ
り
、
直
径
約
○

。
人
ｍ
。
Ｓ
Ｄ

五
二
〇
Ｏ
Ａ
ｂ
の
埋
土
を
掘
り
こ
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
Ⅳ
ａ
期
に
属

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
二

一
三
点

（う
ち
削
居
二
〇
三
点
）
の
木

簡
が
出
土
し
た
が
、
細
片
の
た
め
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。

発
掘
区
西
端
近
く
の
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
南
半
か
ら
二
条
条
間
路
に
か
け
て
位

置
す
る
土
坑
Ｓ
Ｋ

一
人
〇
九
〇
は
、
東
西
二

・
二
ｍ
、
南
北
二

・
四
ｍ
の
大
き

さ
で
、
Ｖ
期
に
属
す
る
。
埋
土
中
に
は
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
人

一
〇
〇
か
ら
生

じ
た
と
み
ら
れ
る
、
檜
皮
と
瓦
の
破
片
が
大
量
に
含
ま
れ
る
。
こ
こ
か
ら
削
暦

五
点
が
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
判
読
不
能
。
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８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

三
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
Ａ
ａ

〔常
力
〕

ω
　
・
□
陸
国
那

×

。
□
小
牧

②
　
「＜伊

与
国
湯
□〔酎
即
酔配
□
□
日
□
」

０
　
。
儲
儲
衰
表
表
」

。
　

　

□

□
」

い

　

「安
都
智
打
」

⑬

　

二
部

二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
ｂ

⑪

　

「
＜

『讃
岐
国
』
三
木
郡
山
下
里
剛
赤マ
朋
□
・

〔次
力
〕

〔仕
丁
力
〕

⑦

　

「
四
月
十
六
日
食
　
□
□

二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
ａ

〔殿
力
〕

０

　

□
殿
□
□

□
□

【
殿
殿
力
〕

二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
ｂ

〔
郷
力
〕

①
　
　
＜

×
□

□
遠
敷

郡
車
持

□

〔
国
力
〕

（
卜
∞
）
×

Ｐ
⇔
×

］

ｏ
∞
μ

］
ｏ
μ
×

Ｎ
『
×

い
　

Φ
∞
∞

（
Φ
ｏ
）
×

含
∞
）
×
Ｎ

蔵
Ｐ酪
×
輌
∞

一人
俵
□

μ
∞
伽
×

∞
Φ
×

ト

（
⇔
Φ
）
×
］
卜
×
Ｐ
　
ｏ
∞
Ｐ 常   士

カ

⑪

・
コ

」
（表

面
）

。
コ
正

（裏

面
）

・
コ
一正

（左
側
面
）

南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
〇
Ｂ

⑫

　

「私
門
常
食
給
受
申

当
月
十
二
日
」

□

力
沼
岩
爆

，

Ｇ

ｅ

×

含

じ

×

ｏ
　

ｏ
毬

§
~~暮出壱

×  V

×

伽
⇔
×

μ
⇔
×

Ｐ
『
　

Φ
⇔
〕

μ
］
］
×

］
Φ
×

卜
　

ｏ
滓
〕

〔
天

⑩

　

□
□
□
□
…
□



南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
〇
四
五
Ｃ

〔
回
力
〕

⑬

　

「
＜
日

□
□
口
Ｈ
日

日
日
□

橋
Ｓ
Ｘ
一
人
Ｏ
人
四
桂
穴

⑭

　

「
天
平
宝
転
酢
酢
紀

月
十

一
日
口

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
一
八

一
〇
〇
南
庇
東
よ
り
五
本
目
柱
穴

ω
　
。「ｏ牒
　
大
蔵
省
送〔酢
配
□
□
□
□

。
「

ｏ
日
回

　
　
　

日□

□

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
八

一
〇
〇
南
庇
東
よ
り
六
本
目
柱
掘
形

⑬
　
。
「
＜
美
作
国
英
多
郡
英
多
郷
『白
米
」

Ｌ

＜
五
斗
』

『□
□
』
（削
り
残
り
）
　

　

　

」

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
八

一
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身
舎
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西
端
柱
掘
形

め
　
「　
□
□
真【酔
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□
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□
□
□
□

『□
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覧
『謹
罐
媚

〔古
力
〕

連
右
麻
呂

□
部
首

⑮
　
。
「浅
緑
□

一
丈

右
随
□

□
□
□
　
十
二
月
廿
□
□

〔
日

力

〕
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1999年 出上の木簡



ω
は
常
陸
国
那
賀

（那
珂
）
郡
、
②
は
伊
与
国
湯
郡

（『和
名
抄
』
で
は
温
泉

郡
）
の
荷
札
。
味
酒
里

（郷
）
は

『和
名
抄
』
に
見
え
る
。
③
は
習
書
。
い
は

由
物
の
底
板
に
墨
書
し
た
も
の
。
０
は
讃
岐
の
荷
札
だ
が
、
国
名
部
分
は
そ
れ

以
下
と
筆
が
異
な
り
、
か
つ
大
き
な
文
字
で
書
く
。
ま
た
下
端
は
文
字
を
書
い

た
後
で
二
次
的
に
削
り
尖
ら
せ
て
い
る
た
め
、
文
字
が
欠
け
て
い
る
。
庸
米
の

荷
札
か
。
な
お

『和
名
抄
』
に
は
三
木
郡
に
山
下
郷
は
見
え
な
い
。

①
⑩
は
習
書
。
０
の
若
狭
国
遠
敷
郡
車
持
郷
は

『和
名
抄
』
に
は
見
え
な
い

が
、
こ
れ
ま
で
に
も
二
条
大
路
木
簡
に
よ
つ
て
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た

（奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
四
）。
⑩
は
四
角
柱
で
、

両
端
を
四
角
錐
状
に
尖
ら
せ
る
。
三
面
に

「
一
」
コ
正

「三
」
の
文
字
を
書
く

が
、
も
う

一
面
に
は
文
字
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
同
種
の
も
の
と
し
て
は
、　
一
―

四
本
の
刻
線
を
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
賽
子
あ
る
い
は
算
木
と
み
ら
れ
て
い
る

（同

『木
器
集
成
図
録
　
近
畿
古
代
編
』

一
九
八
五
年
、
内
山
昭

『計
算
機
歴
史
物
語
』

一
九
八
三
年
）。

⑫
は
私
門
の
常
食
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
「私
門
」
は
公

・
朝
廷
に
対

す
る
概
念
で
用
い
ら
れ
る
語
句
で
は
あ
る
が
、
そ
の
常
食
を
請
求
し
て
い
る
こ

と
、
宮
内
か
ら
流
れ
出
る
溝
で
出
土
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
意
味
で
の

「私
門
」
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
門
号
の
可
能
性
が
強

い
。
す
な
わ
ち

「キ
サ
イ
ベ
」
門
と
読
み
、
私

（部
）
氏
に
因
む
門
号
で
あ
ろ

う
。
出
土
遺
構
か
ら
す
る
と
、
東
院
地
区
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑮
は
大

蔵
省
に
あ
て
た
牒
の
文
書
木
簡
。

的
は
左
辺
が
二
次
的
に
削
ら
れ
、
文
字
が
欠
け
て
い
る
。
三
文
字
目
は
、
字

形
と
し
て
は
人
偏
に

「堅
」
だ
が
、
二
文
字
目
の

「緑
」
の
字
形
か
ら
判
断
す

る
と
、
糸
偏
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

「経
」
は

「き
び
し
い
」
と
い
う
意
味
で
、

一
丈
を
単
位
と
す
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
出
土
し

て
い
る
木
簡
で

「浅
緑
」
が
つ
く
の
は
、
「糸
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平

城
宮
木
簡

証

五
〇
〇
号
木
簡
）、
「績
」
毬
同
』
五
〇
一
号
木
簡
）、
「交
紗
績
」

翁
同
』
五
〇
四
号
木
簡
）、
「絶
」
翁
同
』
五
一
二
号
木
簡
、
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
』

一
九
）
と
、
い
ず
れ
も
平
城
宮
跡
出
土
の
木
簡
に
見
え
る
繊
維
製

品
で
あ
る
。
⑬
②
は
習
書
。
⑬
は
年
料
春
米
の
荷
札
。
英
多
郡
英
多
郷
は

『和

名
抄
』
に
見
え
る
。
「白
米
五
斗
」
の
文
字
は
、
郷
名
ま
で
と
異
筆
。

い
は

「夕
」
と
あ
る
か
ら
、
上
日
に
関
わ
る
も
の
。
例
二
字
目
は
字
形
と
し

て
は

「右
」
だ
が
、
「古
」
の
二
画
目
が
長
く
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
二
〇
〇
〇
―

Ⅲ
』
全
一Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
五

（一
一〇
〇
〇
年
）（舘

野
和
己
）




